
　　　　

2025 年 1 月 20 日

月～金 9 時 00 分から 16 時 40 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事（バス遠足、夏祭り、クリスマス会、お祝い会など）
・親の会行事（親の会バス遠足、新年会など）
・避難訓練（地震、津波、火災）

家族支援

見学室や親子同室により家族が支援の様子を見学できるようにします。
療育後のフィードバックや保護者面談などを通じて発達状況や支援のニーズの
確認を行います。お子さんとの関わりや様々な不安や困り感に寄り添い、相談
や助言を行います。

移行支援
各関係機関を年２回訪問し、お子さんの様子を見学したり、園の先生とお
子さんの支援方針について、情報共有します。就学予定の小学校にお子さ
んの情報を伝えて連携を図ります。

地域支援・地域連携
お子さんの関わりのある関係機関や相談支援員と情報を共有するなどして、連
携を図ります。

職員の質の向上
・定期的な職員会議、療育会議、活動会議を行い支援方針について検討し
お子さんや支援方針について共有します。
・職員の各種勉強会や研修へ参加し質の向上を図ります。

支　援　内　容

定期的に通っていただき、お子さんの興味・関心に合わせた教材や活動を用意する中で、健康的な生活リズムを身に着けるお手伝いをします。食具の使い方、衣服の着脱などの行動をス
モールステップで習得できるようにします。個別の部屋を用意することで活動に参加しやすい環境を作ります。絵や文字のスケジュール表、タイムタイマー等を使って、予定をわかりや
すく伝えます。

机上で着席して活動する時間と床で遊ぶ時間を設けます。座った姿勢を維持しやすいよう、お子さんに合わせた椅子や机を足台などを用意します。感覚の特性を意識しながらリズム・
サーキットなどの活動を通して体の使い方や力加減の仕方を学ぶ機会を作ります。おもちゃ遊びや道具を使った製作を通じて、目と手や体を一緒に動かす活動をします。お子さんの感覚
刺激への傾向を把握し、特性に応じた支援を行います。

本
人
支
援

個別支援や遊びの中でパズル課題、見本合わせ課題、具体的な物や絵カードを使った課題を通して、物の機能、属性、形、色、大きさや重さなどの物の様子について、言葉と結びつけな
がら、抽象的な概念を学ぶ機会を作ります。数量や数字の順番など、数に関することを段階的に学べるようにします。平面や立体の様々な教材を使い、学習したことが日常生活に広がり
やすいように環境も工夫します。小集団での活動や遊びの中で適切な行動が習得できるよう、認知の偏り等に配慮します。

それぞれの特徴やニーズに合わせながら「聞く」「話す」というコミュニケーションの基盤を作ります。自分の発言が相手に受け止められる、相手の言うことに応じて行動したり発言し
たりすると相手が肯定的な対応をしてくれるという経験を通じて、コミュニケーションの楽しさを感じられる様支援します。自分のしたいことを伝える、手伝って欲しい時に援助を求め
るなど、生活の中で自分自身を大切にするために必要な行動を身に着けられるよ機会を捉えて支援します。音声言語によるコミュニケーションに拘らず、お子さんの特徴やニーズに応じ
て、絵カードや身振りや文字を使った手段を活用します。言葉を聞いて行動すること、見たものや経験したことを言葉で表現することを学機会を作ります。言葉の理解・表現の課題を通
して、日常生活で使える言葉の種類を増やします。同じ文字同士を合わせる、ひらがなをなぞる、単語を読むなど、楽しみながら文字に親しむ機会を設けます。

１対１の個別支援の中で肯定的な働きかけをすることで、他者と過ごす楽しさを経験してもらいます。活動や遊びの中で、相手の行動を模倣することを促します。小集団の活動の中で
ごっこ遊びやルールのある遊びに参加し、役割やルールに応じた行動を身に着けられるよう支援します。ゲームで負けた時、失敗した時、思い通りにならない時に気持ちを落ち着ける方
法をお子さんと一緒に考えます。課題を行う順番や休憩時間に遊ぶおもちゃなど、お部屋での過ごし方についてお子さんと一緒に計画し、お子さん自身の意思決定につながる支援にしま
す。

支援方針

お子さん及び保護者の意向を汲み取り、お子さん一人ひとりに合わせた課題を見つけ、療育を行います。
幼児の頃から変わらぬいつもの通所先として、お子さんの様子に合わせて、個別・集団のサービスを提供します。
他の関係機関との連携を大切にしていきます。

営業時間 送迎実施の有無 なし

法人（事業所）理念 発達の気になるお子さんが自分らしく楽しく学び楽しく過ごし、保護者が安心して子育てができるよう支援を行います。

事業所名 白老町子ども発達支援センター 作成日児童発達支援・支援プログラム


